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受動と完了（2）
－「ヘーリアント」における受動：ギリシャ語・ラテン語・
ゴート語聖書，タツィアーン｣，「オトフリート」との比較一
章志田
1． 序
本来，総合的言語であった印欧語は，歴史とともに分析的言語へとその
姿を変えてきた．受動及び完了を例に取るなら，総合的形式で書かれた言
語として，例えば古代ギリシャ語を挙げることができる．そして， この古
代ギリシャ語で書かれた聖書を翻訳したと言われている，紀元4世紀中葉
頃の東ゲルマン語の一つであるゴート語では，それらは現代語で行われて
いるように<sein><werden><haben>と過去分詞という組み合わせで
表現されるようになり， いわゆる総合的な受動及び完了形は見られなく
なった1． この傾向はそれ以後受け継がれ， 西ゲルマン語にはっきりとそ
の例証を残している．即ち古高ドイツ語・古ザクセン語・古英語には，上
記の受動と完了の形式が多く用いられている． しかし古ドイツ語と古英語
の分析的な受動と完了の諸形式は，意味的或いは統語的観点については現
代ドイツ語とは異なっていることが少なくない．その一つとして， 9世紀
におけるこれら西ゲルマン語の受動の統語形式は， 4世紀のゴート語と比
べてみる限りでは， ある程度の定着を窺わせるものの2， その意味的な面
では明確でないこともある． つまり現代ドイツ語で言われる事象受動
(Vorgangspassiv)と状態受動(Zustandspassiv)3の統語形式が，一定し
ていないという点である（もし当時両受動を区別していたのであるなら)4．
そしてこの二つの受動形式は，時称を示す文法的手段としても使われてい
るのである．
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2． 古ザクセン語「ヘーリアント」の受動
古ザクセン語においては受動はuuer6anかuuesanに過去分詞を加
えて表された．一般的に述べるなら現代ドイツ語の場合と同じように，古
ザクセン語でも事象受動を表す時の形式はuuer6an+P.P・であり，状態
受動を表す場合の形式はuuesan+P.P.である5.しかし，例外もいくつ
かあり， ホルトハウゼンは常にuuesanを取る他動詞としてginemnan
とhetanを挙げている．しかし， 同じ特徴をもつ他動詞は他にも
ある．
古ザクセン語で書かれた「ヘーリアント」（以下Hel．と略す）の中で，
分析的な受動文で使われている他動詞は88個あり，これらの動詞を使った
uuer6anに依る受動は112例,uuesanに依るものは140例，合計252例確
認できた． この中でhetanが16回で最も多く用いられ16dianstellian
等は1回ずつである．以下でそれぞれの動詞の例文を挙げ，事象受動か状
態受動かを吟味し，統語と意味の整合性について調べ，分析的な受動形式
の定着を調べる一助としたい． また以下では「ヘーリアント」からの例文
に対応する箇所がゴート語（以下Got.と略す),「タツィアーン」 （以下
Tat.)及び「オトフリ､－卜」（以下Otf.)のいずれかにある場合は，「ヘ
ーリアント」からの引用文の後で，それを挙げることにする6．
1. giberan(got.gabairan,and.gaberan,nhd.gebaren)
a)mituuer6an(使用回数10回）
1)hietthaticthithohgicO6di,thathikindg伽γα",/fon
thineraalderuidis6danscoldi〃"gγ6α〃antheserouueroldi,
uuordunspahi(123-125)(Luk.1,13)
（[神は］命じた，私［ガブリエル］が汝に伝えるよう，汝に子供が
生まれるはずであると／汝の年老いた妻から授けられるはずであ
ると／この世に：言葉に賢い子が.〕
(Got.)jahqens]'einaAileisabaiレga6α""sunuしus
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(Luk. 1, 13)
(そして汝の妻エリザベートは汝の子を生むであろう）
(Tat.)intithinquenaElysabethgj〃〃thirsun(2,5)
（そして汝の妻エリザベートは汝の子を生むであろう）
(Otf.)Johaltquenathinu/srthirkind6gγα"ｵ",/sunfiluzei-
zan(1-4-29f.)
（そして汝の年老いた妻は汝の子を生むであろう／まことにか
わいい男の子を）
「ヘーリアント」の希求法・過去の受動文に対してゴート語， 「タツィア
ーン｣， 「オトフリート」では直説法・現在の能動文である． また「ヘーリ
アント」では頭韻を踏むためにuuer6anが次行に回され，定動詞scoldi
より後ろに置かれている．
残りの9例を挙げる．
2)6rthan7thimagu〃""Mi,/fonthineroalderoidiserlaf6dit,/
kindiungg伽γα〃cunniesg6des,/uuanumtetheserouueroldi
(165f.)
（汝に息子が／汝の老いた妻から男の子が生まれるまで／高貴な一
族の子が生まれるまで／すばらしき子がこの世に）
この例は未来における行為を表している．
3)thatiruanthemsi6asunu6dan〃"αγ6,/g伽γα"anBethleem
barnostrangost,/allarocuningocraftigost:(369ff.)
（彼女［マリア］に旅の途中で男の子が授けられる／ベツレヘムで
子達の中で最強の者が生まれることを／あらゆる王の中で最も力
ある者が）
4)huarKristg伽γα"/anuueroldrikea〃"gγ6α〃scoldi,/fri6ugu-
monobezt(617f.)
（どこでキリストは／この世に生まれてくることになっているの
か／平和をもたらす者で最高の者は）
(Tat.)uuaristtherthiegi60γα〃航Iudenocuning？（8,1）
（ユダヤ人の王として生まれた方はどこにいるのか）
(Otf.)warKristg伽γα〃Z""γ〃(1-17-34)
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（どこでキリストは生まれたのか）
「ヘーリアント」からの例は，助動詞scoldiを用いて，未来における事
象を表している． しかし「タツィアーン」はgiboranistと完了形で書
かれている． ここのラテン語原文も，分析的な完了形でubiestqui
"α〃ses/rexludeorum(Mat.2,4)とあり，「タツィアーン」は原文
に従っていることが分かる． 「オトフリート」の例は， 間接話法の中で使
われている接続法だが， 「タツィアーン」と同じく， 時称は完了的な意味
合いを含んでいるように思われる．従って， ここでは「ヘーリアント」だ
けが未来時称で書かれていることになる．
5)thathescoldianBethleem郵加γα〃〃"gγ6α〃:(621)
（彼［キリスト］はベツレヘムで生まれることになっている）
6)allarobarnobezta,therotheiog伽γα〃〃"γ耐/magufon
m6dar(835f.)
（かつて生まれたあらゆる子の中で最高の者／母から生まれた息子
の中で）
この例は，過去における行為を表している．
7)s6managbarnumbiBethleem,s6filos6thar"0γα〃〃"r6/,
（731）
（ベツレヘムで生まれたできるだけ多くの子供を）
8)beteramikilu,thathegiog伽γα〃〃j〃"γ61(4584)
（彼は生まれてこないほうがずっと良かったことを）
9)Tethiu〃"αγ6ikanthesaruuueroldig伽γα〃(5225)
（それゆえに私［キリスト］はこの世に生まれた）
(Got.)ikduレammagabatlransim.(Joh､18,37)
(Tat.)Ih6"inthiug伽γα〃(195,6)
(Otf.)joh〃αγ〃鄭加γα〃ouhzithiu(4-21-30)
「ヘーリアント」の例は，過去における単なる行為を表しているように思
える． しかし， ゴート語， 及び「タツィアーン」の両例は， 原文に倣い
uuesanを使った完了形になっている．ただし，ギリシャ語の原文は§γの
戒でoOt･oreγ§""り"α‘で，総合的な能動・完了形であるのに対し｢タツィア
ーン」の原文はEg6inh6c〃〃"ss"加とあり，分析的な完了形である．
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これらの聖書の記述から考えてみるなら， 「オトフリート」と「ヘーリア
ント」の例は，単なる過去の出来事ではなく， 完了的な事象を表してい
る， と考えられる．
10)allarobarnobezt,therotheiog伽γe〃〃"γ耐(5267)
（訳は上記6）参照）
b)mitwesan(4回）
1)nu/sKristgg60γα"/antheseroselbunnaht,saligbarn
godes,/antheraDauidesburg,drohtintheg6do.(399ff.)
（今キリストが生まれた／同じ夜に，至福な神の子が／このダビデ
の町に，良き主が）
(Got.)l'ateigg6α〃α"s"izwishimmadaganasjands,
(Luk.2,11)
（汝らのために，今日救世主がお生まれになったのだから）
(Tat.)bithiuuuantag伽γα〃伽iuhiutuHeilant(6,2)
（なぜなら，汝らのために今日救世主がお生まれになったの
だから）
(Otf.)Mi"2"伽γα〃加6"thizlantdenhimilisgonheilant
（1-12-13）
（新しくお生まれになった方を， この国は天の救世主を持
つ）
「ヘーリアント｣， ゴート語及び「タツィアーン」ではwesanと過去分
詞に依る受動形を用い， 「オトフリート」はこれらと異なり形容詞niuwi-
boranとhabenで表現している．ゴート語からの引用文は，原典（でんrの
[gebaren]のアオリスト・受動錐〃〃で書かれている）から判断するな
らwesanの現在形istではなく過去形wasを用いたほうが妥当ではな
いかと思われる．他方「タツィアーン」のラテン語原典では受動・完了
natusestとあり，「タツィアーン」はこれを逐語訳している． この「ヘ
ーリアント」の例1）も，完了を表してるいと考えられるが， ラテン語と
の関係は明らかでない8．
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2)thecuning/sgif6dit,/童伽γα〃baldendistrang:(598f､）
（王［キリスト］は生まれた／生まれた，勇敢で力ある者が）
3)s6thar〃"αsthehelagoKrist,/g伽γe"thatbarngodes
(2665f､）
（そこで［ガリレア］神聖なキリストは／生まれた，神の子は）
4)thananhecunneas〃"aS,似加γα〃fonthemburgiun(347f.)
（種族に関しては彼はそこの出であった／その町で生まれた）
(Tat)therheilantgiboγα〃〃"αγ〃inBethleem(8,1)
（救世主はベツレヘムでお生まれになった）
2）は現在完了的な用法と考えられ， 3)，4）は過去形で出身を表してい
る．この「タツィアーン」からの例は，対応する箇所ではないが,uuerdan
の過去を使って出身を表している． ここの原典はnatusessetで接続法，
受動過去完了である．
2. hetan(got.haitan,ahd.heizan,nhd.heiBen)
a)mituuesan(16回)[uuer6anとの例は無い］
1)Zacharias〃"αshie〃"α〃(76)
（ザカリアと彼は呼ばれていた）
(Got.)wasindagamHerodesレiudanisludaiasgudja〃α”〃
Zakarias(Luk､1,5)(ユダヤの王へロデの時代にザカリ
アという名の司祭がいた）
(Tat.)UuasintagunHerodesthescuningesludenosumer
biscof〃α郷g"Zacharias(2,1)
ゴート語namin(sg.dat.)とTat.namen(sg.dat.)はそれぞれ原典
のj"6"rf(sg.dat.)及びnomine(s9.abl.)を訳している．
2)Gabriel6""ic〃§ｵα〃(120)
3)Maria〃"gssiu〃"α〃(252)
4)Simeonuuashehetan(468)
(Got.)1ﾌizeinamoSwmaion,(Luk.2,25)
23
(Tat.)thesnamo〃"as夢"gggg"Simeon,(7,4)
ゴート語（]ﾌizei[関係代名詞m,sg,gen.]の例文はギリシャ語原典’
3"o"2U"ed)",('[関係代名詞m.sg.dat])を大体そのまま訳してい
る． しかし「タツィアーン」は原典cuin6menSyme6n(cui[関係代名
詞m.sg.dat.]nomen[n.sg.nom.])には無いuuesanの過去形uuas
が加えられ，分析的な表現に書き変えられていることが分かる．
5)Anna〃"αssiu〃"α〃(504).
6)the〃"αsArchelaus/"〃α",heritogohelmberandero(764f.)
（その者はアケラオと／呼ばれていた，戦士達の将軍は）
7)Mattheus〃"αshe〃魔α〃(1192)
(Got.)Mallllaiuhaitanana(Mat.9,9)
(Tat.)thieMatheus〃"αsg娩蛎α〃(20,1)
ゴート語はこれに対応するギリシャ語（"α〃αゐリス676"6"o"[ｽさγのの受動
分詞m.sg.acc.])を逐語訳している．しかし， ここでも上記4)と同
様「タツィアーン」ではラテン語(Matheumnomine)に無いuuasを
補い，書き換えられている．
8)Sfmon〃"αshe〃〃〃(1269)
9)the〃"α〃〃"as/Erodesaftariseldiron,obarm6digman
(2704f.)
（その男は呼ばれていた／ヘロデと，彼の始祖にちなんで傲慢な男
は）
10)Lazarus〃"αshe〃"e",(3335)
(Got.)unledssumsz"csnaminh〃α"sLazarus(Luk、16,20)
（ある貧しい者は，名前はラザロと呼ばれていた）
(Tat.)〃"αssumarmbetalari夢"g〃"〃Lazarus(107,1)
（ある貧しい乞食はラザロと呼ばれていた）
ギリシャ語原典は次の通りである．兀rのあく64T"61ﾉ“αで‘伽どapoく．6"6"αr‘
は3"･"αの与格で原義は「名前に関しては」ほどの訳ができるであろう．
しかしゴート語ではhaitans(haitanの過去分詞rn.sg.no ）が付け
加えられwesanの過去wasと受動形を作っているように見える．「タ
ツィアーン」のラテン語はeratquidammendicus,nomineLazarus
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であり，奪格nomine(名前に関しては，名前という点では）は過去分詞
ginemnitに書き換えられ，直前の名詞betalari(Bettler)を修飾してい
ると考えられる．ゴート語においてhaitansがwasと結び付いている
のか，或いはIazarusと結び付いているのかは明確な決め手がないので
結論は出せないが，ギリシャ語を逐語訳しているのならhaitansLazarus
(ラザロと呼ばれる者）という名詞句を成していると考えられる．
11)Kaiphas〃"αshe〃〃e"(4147)
12)Pilatus〃"αshe〃"e"(5129)
13)Barrabasuuashie〃"α〃(5402)
(Got.)bandjangatarhidana肋"α"α"αBarabban(Mat.27,16)
（バルバという名の悪名高い囚人）
(Tat.)einannothaftuuitmaran,therde〃"αsgl"g""〃Ba-
rabbas(199,2)
ゴート語は原典姥｡"ozﾉさ汀/･〃“ソスeγj"e"o"['"ooo"]βαβαββα〃を逐語訳
し， ギリシャ語に匹敵する過去分詞の名詞化の能力を示している9．他方
ラテン語原典はautemtuncvinctuminsfgnem,q idfcebaturBa-
rabbasであり，「タツィアーン」は受動・未完了過去dfc6baturを
uuasginennitで訳し，明白な分析的傾向を示している．
14)Ioseph〃"αshie〃"α〃(5719)
(Got.)mannagabigs…,llizuhnamolosef(Mat.27,57)
（その名がヨゼフという金持ちの男）
(Tat.)summanotag…,i namenloseph(212,1)
（名前がヨゼフである，ある金持ちの男）
ギリシャ語原典は〃ββの”oく応J”o‘oく…TO3"o""'Iのび"(n.sg.nom)
で「ヨゼフという名の者が」であるのに対し， ゴート語は強意の指示代名
詞しizuh(m.sg.gen)を使い「その名がヨゼフという者」ほどの意味
である．次に， ラテン語ではhomodives,……,nominelosephであ
り，既に述べた例〔1） 4） 7） 10)〕と同様に，奪格nomineを使用し
ている． しかし， 「タツィアーン」ではnamen(m.sg.dat.)に前置詞
(in)が加えられ，格の機能が前置詞によって補われている．
15)MatheusendiMarcus,s6〃"〃"〃thiaman〃"α"a(18)
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16)Maria〃"〃"〃sia〃〃α"a(5747)
以上の「ヘーリアント」からの例文1）-16）は，状態を表していると
考えて良いだろう． また， ホルトハウゼン(S.182)は，動詞hetanは
uuesanとしか使われない，と指摘しているが， これらの例だけでは
uuer6anとは用いられないという結論は出せない．しかし， 「タツィアー
ン」にもheizanがuuerdanと使われている例は無く，更に「オトフリ
ート」にいたっては，他動詞としてのheizanの過去分詞の用例は見当た
らず，代わりに自動詞としてのheizanが多数使われている．つまり「ヘ
ーリアント」での自動詞hetanの使用回数は4回，「タツィアーン」
(heizan)は9回であるのに対して，「オトフリート」では16回に昇る．こ
のことから， 「ヘーリアント」においては， 自動詞と比較すると，動的意
味がより感じられる他動詞が，多数用いられ，その内容を一層引き立てて
いるといえる．
また， 「タツィアーン」の分析的傾向が， 原典と比較してみることによ
って，明らかになったはずである．
3． nemnian(Got.namnjan,and.nemnen,nhd.nennen)
a)mituuesan(2例)[uuer6anとの使用例は無い］
この動詞は，過去分詞としては2回しか使われていないが， ホルトハウ
ゼン(S.182)はuuesanとのみ用いられる動詞であると，注のなかで
指摘している．使用例は次の2例である．
1)thiu/saftarthemumaneng"2"@"",/aftarthemutorhten
tungle(3626f.)
（それ［エリコ］は月に因んで名付けられている／光り輝く星辰に
因んで）
2)thiem6tun""esα〃sunidrohtines配"g”"〃e(1318)
（その者たち［注：平和に暮らし，争いを起こさない人々］は神の
子と呼ばれることができる.）
(Tat.)uuantasiegotesbarns"g＃"g”"〃(22,14)(Mt.5,9)
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(その者たちは神の子と呼ばれるだろうから）
この箇所のゴート語は欠落しているが， ギリシャ語を見ると3r:["6rol]
ひ賊6EOO応ｽ〃6和0"rcrf(その者は神の子と呼ばれるであろうから）とあり，
nennenにあたる鯨ｽ〃6和o"てα‘は未来・受動形である．また， ラテン語で
もquoniamfilifdef2ﾉOc助""ｵ"γ(voc6[nennen]の未来・受動形）で
ある． しかし，上の例文から分かる様に， 「タツィアーン」は「ヘーリア
ント」と同様，はっきりとした未来を示す語句を使っておらず，更にこの
両者とも「呼ばれる」という行為を表しているにもかかわらず，本来使わ
れるはずのuuer6an,uuerdanを用いていない．しかし， 「タツィアー
ン」にはnemnenがuuerdanと使われている例もある：
〃"αγaimogj"g郷"〃namoHeilant:thienamo〃"αγdgj"g"@""
fonengile(彼に救世主という名前が与えられた：その名は天使に
よってつけられた） （7， 1)．
ここのラテン語vocatumestn6meneiuslh6sds;quodvocatumest
abangel6(Luk.2,21)は完了分詞とesse(sein)を使って書かれてい
ること， また上述したgiberanのmituuesanの4)でも同じ例があっ
たことから， 「タツィアーン」ではラテン語の受動・完了相を書き換える
時にuuerdanを使用したとも考えられる．いずれにせよ，今述べたこと
から，行為・動作を表す受動には必ずuuerdanを使うという一般性は，
｢ヘーリアント」と「タツィアーン」にはないことが分かる．
さて，次のgid6nもuuesanとしか用いられない．
4． gid6n(ahd.gituon)
a)mituuesan(9回)[uuer6anとの使用例は無い］
1)huenethuheraner6ueldibarno/gebindenuuillies:themu
jsb66iugi"α〃(3076f｡)
（汝［ペテロ］がこの地上で，人の子のうちで／伽をはめようと思
う者：その者には二つのことがなされている）
この例は状態を表している．
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2)Rechts6hiesiagih6rdathuo/seggianfans6siecon,s6sprak
hiesanangegin,/qua6thatLazaruseslegarni 〃"〃'/gi"α〃
imted66e,@actharscaldrohtineslof',quathie./4gifrumid
uuer6an:"isitimte66ronfresong/Wα".'(3975 f.)
（彼［キリスト］は彼女達［マリアとマルタ姉妹］がその時／病人
について話すのを聞いた時，すぐに答えて言った／ラザロの病は
彼の死のためになされたのではない， 「そうではなく主の賛美が」
と彼は言った， 「行われなければならない：それは彼の別の危険
のためになされたのではない.）
(Got.)sosiukeinistdudauﾚau,akinhauheinaisgudis
(Joh､11,4).
（その病気は死のためではなく，神の栄光のためにある）
(Tat.)thisiucumidanistcitode,ohbigotesdiuridu
（135,2）
(Otf.),,Mst@@,quader,"thiuummahtsoframzitodimo6γα〃,/
iosoinalawarizidruhtinesdiuri(3-23-19f.)
（彼は言った「その病気はただひとえに死のために彼に与えられた
のではなく／誠に神の栄光のためである）
このゴート語の例も， ギリシャ語原典鮒で〃ウ戎｡6帥@"06鯨§or‘〃冗poく
〃"αでo似戊〃'j元もpr"G66を"くrOO6eOOの逐語訳である．「タツィアーン」
もラテン語原典のinfirmitash=cn6nestadmortem,sedpr6gl6ria
deiに従っているといえるだろう．「ヘーリアン」と「オトフリート」は，
ギリシャ語・ラテン語にない動詞t6n及びbringanを加えている．これ
を考慮するなら， この二つのgid6nの受動は行為を表していると考える
のが妥当であろう．
3)thatthatuuitinalle,/manobarthesanmiddilgard,thatit/s
thurhminaminneagj"α"/herrontehuldi(4649ff.)
（次のことをすべての人が知るために／この世の人々が，私の愛か
ら， それ［キリストがパンと葡萄酒を弟子たちに与えること］が
行われることを／主への好意のために）
ここはキリストが，いつものように弟子たちにパンと葡萄酒を分け与え
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るところであるから， その前後関係から，状態を表しているとは考え難
い．
4)it〃"αsalbithesunliudiung〃"α",/firihobarnuntefrumu
(5028f､）
（それはすべてこの人々のために行われた／人の子たちの利益のた
めに）この例も動作を表している．
5)Ni〃"αsitthohbeisgeuurhtiungj〃e",/thatinetharanHi-
erusalemludeoliudi,/sunudrohtinessundeal6sen/adeldun
ted66e(5108ff.)
（しかし，次のことは彼の行いのためになされたのではなかった／
■■■■■■■■■■■
エルサレムでユダヤ人達が／主の子に，罪の無い者に／死刑を宣
告したということは）
死刑の宣告をしたのは一回限りの完了的行為であるから， 「なされてい
る」では意味にまとまりがなく， この場合も動作・行為を表していると考
えるのが適切だろう．
6)al〃"αsimuthattehoSce製〃g"(5115)
（これはすべて［キリストに暴力を加えること］は瑚笑のために行
われた）
(Otf.)thazinzispilefuntun(4-19-73)
（[ユダヤ人は］これを［キリストに暴力を加えること］遊
びだと思った）
この場合は状態を表していると見徹すことも可能かと思われるが，行為と
考える方がより適切であろう．次の例7）も同様である．なお， ここで挙
げたgid6nが使われている受動の例文には「ゴート語聖書」「タツィアー
ン」そして「オトフリート」のどれにも対応した文が見当たらない．例文
2）にはかなり似ている文があるが，その他は， この例文6）の下に挙げ
たような，かなり異なった語句を使った例が見られるだけである．従って
｢ヘーリアント」のこれらgid6nの文は，それに固有のものといえよう．
7)all〃"αsimthattehoskegi"α",/thohhieitalgitholodi,
thiododrohtin,/mahtigthuruthiaminniamannocunnies
(5503ff.)
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(このすべては［キリストを王に仕立てたこと］彼を噸笑するため
に行われた／彼はそのすべてに耐えたが，人々の主は／力ある者
は人類への愛のために）
8)sagdunmiduuordon,/als6itgj"α〃〃"αsantherodrohtines
craft(5878f.)
（[墓の見張り番は」言葉で言った／それ［キリストの復活］が主
の力によってどのようになされたのかを）
例文7）及び8）は明らかに，動作を表している．
以上1）から8）の例文から，「ヘーリアント」においては既に述べた
hetanfJginemnanだけでなく,gid6nもまたuuesanとしか結び付
かないことが分かる． これらの動詞が現代ドイツ語のsein､bleibenと
同じような，いわゆる特殊な動詞であるのかどうかは， ここでは明らかで
ない． しかし上記の諸例文を再度見るなら， どの例文のgid6nの過去分
詞も，恐らく省略されてもその意味は通じるだろうと思われるのである．
それだけgid6nの意味が弱くなっている，と考えることもできるが， 逆
に「する，行う」という抽象的意味が強調され，英語のdoに近づきつつ
あるのかもしれない， という推測も可能であろう．だが，いずれにしても
｢ヘーリアント」においては， 動作・行為を表す受動と状態を表す受動と
の区別は， それほど厳密ではないことは確かである．次に, gid6nとおお
よそ同じ意味を持つgilestian,gifrummian,gifullian,giuuirkianを調
べてみたい．
5. gilestian(Got.galaistjan,ahd.geleisten,nhd.tun,ausfiihr n,
vollbringen)
a)mituuer6an(8回)[uuesanとの使用例は無い］
uuer6anは過去形で3回，残り5回が現在形で使われ，すべて動作や行
為を表している．現在形の例，4）から8）では，未来を表すものもある．
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1)Th6〃"αγ6itsang"sｵ〃s6,/giuuor6anteuuaron,s6tha
anthemuuihagisprak/engilthesalouualdon(170ff.)
（その時それは［ザカリアが唖になること］すぐになし遂げられた
／実際に生じた，神殿で言ったように／すべてを支配するものの
天使が）
2)Th6niuuaslangaftarthiu,neitals6g"sｵ〃〃"αγ6(243)
（その後長くはかからなかった，それ［神が約束したこと］がなさ
れるまでには）
3)Thatgibod〃"αγ6夢伽がd/obarthesauuidonuuerold(348f.)
（その命令［異国人は自分の故郷に帰り， 自分の名前を記入せよと
いう］は行われた／この広い世界で）
(Got.)Wgゆしanindagansjainans,urranngagreftsfram
kaisaraAgustau(Luk.2,1)
（その時起こった，皇帝アウグストから勅令が出た）
(Tat.)肋αγath6g伽〃inthentagun,framquamgibotfon
6emoaluualtenkeisure(5,11)
（その時行われた，すべてを支配する皇帝から勅令が出た）
(Otf.)Wuntar〃αγdthomarazjohfiluseltsanaz,/gibotizouh
ziwarutherkeisorfonaRumu(1-11-1f.)
（出来事がその時起こった，気掛かりでまったくまれなこと
が／命じられたそれを誠に，皇帝はローマから）
ゴート語は原典'Eγ§"gro舵きりrα庵加さβα":"んα‘くに従っているが，「タ
ツィアーン」はラテン語factumestをuuardgitanと訳している．「オ
トフリート」のwardは，ゴート語uuarレ(geschah)とほぼ同じ意味
で使われている．
4)Al〃""6〃g鯛sｵ〃s6/umbithinesbarneslif,sothu dite
mi(3026f.)
（すべては行われるであろう／汝の子の命に関しては，汝が私に頼
んだように）
(Otf.)nuwerdenalthiodatisothumihhiarnubati
（3-10-44）
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（今や行いはすべて生じる，汝が私にここで今頼んだよう
に）
「オトフリート」では上記3）と同様,werdanは単独で完全な本動詞と
して用いられ，過去分詞を伴っていない． これに対し， 「ヘーリアント」
ではuuer6anは過去分詞gilestidと共に使われ，さらにgilestidは第
一半行(Anvers)antheneliudidrohtin(人々の主への［信仰])にあ
るliudioと頭韻を踏み， この詩文のリズムと内容に力動感を与えている．
残りの4例のgilestidもすべて押韻している'0.5)妬α〃scoldin:$thar
"""6"allg"如脇s6(3522)(行かなければならない， そこ［エルサレ
ム］ではすべてが次のようになされる),6)endi〃""Mjalgefullod
s6,/g"s"anthesumu伽"e,soikforth sun〃"伽"〃gespriku
(4350f､)(そしてすべては成就される／この世でなし遂げられる，私［キ
リスト］が人々の前で話すように),7)Thesaquidi〃""6"uuara,/
〃""〃g倣加,s6huemus6her型施鰯temi(3919f)(この教えは
真なるものになり／人々に行われる， ここで私を信じている者に)， 8）
it〃""Mialsog"s"α,s6thug"bo"habas/anthinumuhugi
hardo(2153f.)(それ［自分の子供の病気が治ること］はなされるである
う，なぜなら汝は信仰を持っているから/汝の心に，強く）．
以上から, gilestianはgid6nと似ている意味を持ちながらも,sein
とは結び付くことはなく，常にuuerdanと結び付き動作や行為を表すこ
とが分かりgid6nの特殊性が明るみに出る．
6. gifrummian(ahd.frumman,nhd.tun,vollbringen,ausfiihren)
a)mituuer6an(3回）
1)that"""6allmiduuordongodas/fasto6伽"gzz",endig鯛"”a
afterthiu,/hiulicliudscepiandesscOld /giuualdan(42ff.)
（それ［創造物］はすべて，神の言葉で／固く囲まれた．そして，
その後でなされた，／どの民族が国を支配すべきかが）
この例は，事象受動と考えられる．残り2例もやはり行為や動作を表して
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いる． また, gi/ifummianはすべてここでも押韻に使われている．2)
thar〃""6/dallgilestids6,/ge/mmidundarthemujblke,s6itan
jilrndagun/uuisemanbemiuuordungesprakun(3522ff.)(そこで
は，すべてが行われる／人々の間でなし遂げられる，以前／賢者が私につ
いて言葉で話したように),3)<actharscaldrohtinesl6f',quathie,/
営沸"伽‘〃"gγ6α":nisitimte66ron〃§so"giduan.'(3978f.)「そう
ではなく主の賛美が」と彼は言った「なされなければならない：それ［ラ
ザロの病気］は別の危険のためになされたのではない｣．
b)mituuesan(1回）
1）〃"〃"〃ims6acumanathuonoh/gies6forahtagE/""血一：
giuuitunimfor6thanan(5869f.)
（[マリアたちは］その時まだとても驚いていた／そして非常に怯え
ていた－：そこから立ち去った）
この例は明らかに状態を表している.forahtaは形容詞forahtの複数・
女性・主格であり, gifrumidaにも同様の格語尾が付けられている．そ
の前のacumanaも過去分詞acumanで，しかも使用例はこの一回限り
しかなく，動詞というよりも，ほとんど形容詞として使われていると考え
られる．そして, forahtagefrumidaもacumanaと同じく，形容詞的
に使用されていると考えた方が良いだろう． また「オトフリート」では古
ザクセン語gifrummianに対応するgifrummanは，全部で4回しか
使われておらず， しかもこの4回には過去分詞は含まれていない'1．しか
しこれに対し「ヘーリアント」では過去分詞10回を含め，合計で37回使用
されている．
ﾉibbiandiastandan.Nuh bithieallgilestids6,
gi/rtlmidmidjirihon:fliatginu/br6hinan
(5862f.)
（[キリストが］復活し蘇ることになっていると．今彼はす
べてのことを行った／人々のもとでなし遂げた：今ここか
33
L
ら急いで行け）
この例では, gilestid,gi/rumidと同義語が繰り返され，さらに／は2度
そしてノは3度押韻を踏み， これらの動詞が表す躍動感と，快いリズム感
を伴う響きに乗って，聖書の内容が聴衆たちに伝わっていく．
7. gifullian
a)mituuer6an(1回）
1)erthan〃""6ega〃〃s6,/mfnuuuordgiuuarod(4347f.)
（実現されるまで／私の言葉がなし遂げられるまで）
uuer6eは希求法現在である．この例では訳の通り，未来における行為を
表している．
b)mituuesan(1回）
1)Thialiudigisauun,/thatthananbluodendiuuaterb66iu
sprungun,/uuellunfantherouuundun,als6isuuilliogeng/
endihiehabdagimarcodermannocunnie,/firihobarnonte
frumu:thuo〃"αsitall醐泌/〃s6(5708ff.)
（人々は見た／そこから［傷口から］血と水の両方が流れ出るのを
／傷口から吹き出るのを，彼の意思の通りに／そして，彼が以前
人類に取り決めていたように／人の子に，利益として：その時そ
のすべてはなし遂げられた）
(Tat.)intisliumouzgiengbluotintiuuazzar.Thazgiscrib
〃"αγjg"/〃(211,4)
（そしてすぐに血と水が流れ出た．その言葉がなし遂げられ
るように）
「タツイアーン」のこの箇所の原文はUtscriptdraimpleatur(Joh.19,
36）で，動詞impleaturは接続法・受動相。現在である．
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(Tat.)Thaz""γ伽”"脇ｵthazgiquetanuuas(9,4)
（言われたことがなし遂げられる）
上のimpleaturに対してここのラテン語はadimpleretur(Mt.2,15)
で，同じ接続法・受動相であるが， 時称は未完了過去である． 「オトフリ
ート」のこれに対応する部分は
(Otf.)Thoz"αγdthar"〈〃〃,thazforasagosingit(1-19-19)
（その時なし遂げられた，予言者が伝えていることは）
であり，直説法・過去wardと過去分詞irfullitである．
(Tat.)Th6〃"αγdg"ﾉ〃thazthargiquetanuuas(10,2)
この例の原文はadimpletumest(Mt.2,17)とあり，「タツィアーン」
と同じ直説法であるが完了形になっている．
これらのことから，及び前に述べたことから， 「タツィアーン」は，原
文における受動の現在と未完了過去及び完了をuuesanとuuerdanを使
って訳し分けていることが分かる．
上の「ヘーリアント」の例uuasgifullidは，状態を表しているとは
いえない．従って， ここでもまた「ヘーリアント」においては，事象受動
と状態受動の統語的形式は， まだはっきりと定式化されていないことが分
かる．
だが先に指摘したように， ここのgifullidも，リズムに関しては頭韻
の役割を果たすと共に，意味の点でも受動によって，ゲルマン的な力強さ
を聞き手や読者に与えている．特に最後の詩行
jirihobarnontefrlflmu:thuouuasitallgiftlllids6(5712)
では， この韻文詩で最も多用され最もリズミカルで力強い頭韻の技法が使
われている．
8. giuuirkian(got.gawatlrkjan,ahd.giwirken,nhd.tun,machen)
a)mituuer6an(3回）
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1)that thar〃"αγ6gumonobarnun/gj""αγ〃fanthesarouue-
roldesendie:iuhabadgeuufhidselbo(4393f.)
（それ［帝国］は人の子たちのために／この世の始めから興されて
いた：［あらゆる人々の父は］汝らのために［帝国を］自ら守ら
れた）
この箇所に対応する「タツィアーン」ではintigisizzetiugarorihhi
fonanaginneuueralti(152,3)(世の始めから汝らのために準備されて
いる帝国を持ちなさい）とあり，原文のラテン語もpossideteparatum
v6bisregnum(Mat.25,34)で,paratum=garoとiu=v6visの語順
が逆になっているがおおよそ逐語訳といってよい．他方，ギリシャ語では
応ｽ"po"o"和areでｳ〃伽@"cm"""〃6"んβαぴ‘ｽe心〃伽6""rαβo""dd"ouと
あり, grof"〈のの受動・完了分詞・女性・単数。対格加‘“｡"鋤"'2が
形容詞的に使われ， ラテン語と「タツィアーン」の例での純粋な形容詞と
は，異なっている．
以上のことから， 「ヘーリアント」の受動uuar6giuuarhtは完了的な
意味で使われ，単なる過去形ではないと言えよう．
「タツィアーン」では原文のラテン語が，いわゆる分析的な完了形であ
る場合，それをuuerdan+過去分詞で訳していることは既に述べたが，
この点に関して「ヘーリアント」の次の例を参考にして検討してみよう．
1)Th6〃"αγ6thiutidc"加α",－－thatthargitaldhabdun/uuisa
manmiduuordun,-thatscoldathanauufhgodes/Zacha-
riasbisehan(94ff.)
（そのとき，時が来た，－賢人達は言葉で予測していたが－神
殿をザカリアが世話しなければならない時が）
2)nuistheh61agoKrist,/uualdandselboanthesanuufhc"加α〃
(521f､）
（今や聖なるキリストが／支配者御自身が， この神殿に来られた）
例文1）では， 自動詞kl]manの過去分詞cumanはuuar6と共に
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使われているのに対し，例文2）では現代ドイツ語と同じようにis(ist)
と用いられている． この例1）と2）の違いはどこにあるのだろうか．
ゲーリング(HGering)は，ゴート語のwesanとwairllanの受動
に関して，次のように述べている． 「istとwasによる形式は，前者が現
在の持続(Dauer)を，そして後者が過去の持続を表す．これに過去分詞
が組み合わせられて，主語が，なし遂げられ終了したものとして存在して
いるか，存在していたかが表される．他方,warしに過去分詞が組み合せ
られて過去において生じた行為(Handlung)を，またwairレと過去分詞
とで現在における行為を表す｣'3．ゲーリングは，分析的受動における助動
詞が持つ本来の意味を強調し，過去分詞はそれに，いわば補足的に付け加
えられているとしている．つまり，彼はwesan及びwairしanは，受動
の助動詞として過去分詞と結び付いているのではなく，本動詞として「。
・ ・である」 「・ ・ ・になる」という意味を持っていることを， 暗に示し
ている． これに伴って過去分詞も独立性が強調され，形容詞的或いは名詞
的な特徴を持つことになる.
上の自動詞kllmanの完了に関し，ゲーリングの見解に従うなら,1)
は過去の動きを表し「時が来たものになった」ほどの意味を， 2）は「キ
リストは来たものである」ほどの意味を表すことになるであろう． このよ
うな観点に立つ場合， このkumanとuuar6の構文は分析的な完了形で
はなく, kumanが一種の述語として使われている構文であり，分析的完
了形は， ゴート語においては， まだ明確な形式を与えられていないと言わ
なければならない．しかしながら，既に見たように「タツィアーン」にいお
ては， ラテン語の時称がuuesanとuuerdanを使って区別して表され，
そのため, uuesanが用いられた受動文でも，状態ではなく，動作や行為
を表していると見倣さなければならない例があった．
しかし， これまで見てきたように， 「ヘーリアント」には統語形式と時
称的意味とに完全には平行関係はない，つまり，一定の統語形式に一定の
時称が割り当てられてはいない場合があるのである． このことは， 「タツ
ィアーン」と同様，細かな時称を表すために，特定の統語形式が取られた
ことを示唆しているのであろうか．それとも単に文法形式が， まだ不統一
であったことを示唆しているのであろうか． このことに関して，更に調べ
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てみよう．
次はgiuuirkianの残りの2例である．
2)Thuo〃"αγ6tharanmiddiandagmahtitecan/uuundarlfc
g""αγα〃obarthesanuueroldallan(5621f.)
（その時，正午に強力な印が／驚くべき印が行われた， この世すべ
てに）
この例は事象受動である．そして次の例も事象を表している．
3)s6〃"αγ6sanafterthiu/uundartecangj""αγα〃(5659f.)
（その後すぐに／奇跡の印がなされた)，
3． ま と め
「ゴート語聖書｣， 「タツィアーン」においては，原文の時称の区別を訳
文でも示そうとしていた．例えば， 「タツィアーン」においては原文の受
動・現在完了natusestをgiboranist(6,2など)で訳し，受動・未完
了過去dicebatur(199,2)をuuasginemnitで，また，受動・接続法・
過去完了natusesset(8,1)をgiboranuuardで翻訳している．しか
し，原文が受動・現在完了vocatumestであるにもかかわらず，それを
uuardginemnit(7,1)で訳している例もある．このuuardginemnit
では，助動詞uuerdanが示しているように，動作が表されているが，別
の例sintginemnit(22,14)ではラテン語vocabuntur(受動・未来）を
訳しており, sintが使われているにもかかわらず，動作を表している．
一方， 「ヘーリアント」においては, hetan,ginemnan及びgid6nは
uuesanとしか結び付かず，しかも助動詞がuuesanであるにもかかわ
らず，いくつかの例は動作を表している(5503ff.などである)．さらに，
このなかでもgid6nは，英語におけるような助動詞的な特徴を窺わせた．
しかし，助動詞uuer6anによる受動は，これまでの調査範囲内では，残
らず動作や事象を表している．特に, uuer6anによる受動には，完了的
な意味を表す例(4393f.)がある．これと関連し， 「ヘーリアント」におい
てはuuer6anによる自動詞の完了があり，動作や事象を強調する用法と
思われる．おそらく受動においても，助動詞uuer6anを用いて行為など
を強調する用法があったと推測される． この用法は，再帰代名詞による中
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動相的な使用と共通するものがあり'4，詩の動的な雰囲気を高めるととも
に，古ザクセン語が有するゲルマン的な特徴として指摘できる．
（続く）
注
1 ゴート語には，総合的統語形式として受動態があったが，時称が現在に限られ
ていた． また， 「ヘーリアント」においては，再帰代名詞による受動表現が多
数見られる． これに関しては，拙論『｢ヘーリアント」における古ザクセン語
の再帰代名詞の用法一中動相を参考に－』， 関西大学独逸文学会「独逸文学」
第37号（1993年）参照．
2拙論『受動と完了一史的一考察一』， 「独逸文学」第38号（1994年）参照．
3拙論『Passivについて－Zustandspassivを中心に－』「独逸文学」第
33号（1989年）参照．
4 ホルトハウゼン（注5参照）は過去分詞の項目で，受動に関して簡単に触れて
いるにすぎない．
5 FerdinandHolthausen:A"s"c"sjSc"esE/""､g"ｵαγ6"c",Heidelbergl921.
S.182.
6 ギリシャ語， ゴート語及び古ドイツ語の引用文は次のものに拠った．
K.Aland,M.Black,C.M.Martini,B.M etzgerandA.Wikgren
(edit.):刀""gz〃乃sﾒα”g"ｵ,G"ggんα"dE"g"S".NewYorkl975.
Streitberg,Wilhelm(hrsg.):Diego"sc"gBめ“I.刀〃:D"go"c"g
乃鰯〃"ase/"ggγ/gc"Sc"eVひγﾉﾋge池〃風"ん"""g,Lesαγ”〃〃"αQ"g〃"‐
”αc加ﾉgjse"soz"/ede〃ん〃"gγg"De"ん畑グルγ〃α必A"加"g.Heidelberg
l908,2．刀〃:Go"Sc"－9γ’gc"sc"一晩"sc"gsWひγ”γ6"c"・Heidelbergl910.
Sievers,Edward(hrsg.):TIz"α",Paderbornl966.
Erdmann,Oskar(hrsg.):O""dSE〃α"9F舵"6"c",Ttibingenl965.
Behaghel,Otto(hrsg.):Hを伽"α〃"dGg"es",Hallel948.
7 6rthanの従属文にはuuer6anがよく使われる．例えば4347,4566などで
ある．
8ゼールトは「ヘーリアント」の辞書の中で，所々に対応するラテン語聖書から
の引用文をのせている． EdwardH・Sehrt:Vひ脆舷加睡sWりγｵgγ6"c"zz""
Hを"α"d〃"dz"γα"sｸc"s恋c"g"Ge"es/s,GOttingenl966.
9拙論『ゴート語聖書における分詞の用法一ギリシャ語原典との比較一』，
「独逸文学」第39号（1995年）参照
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EdwardSieversは，ゲルマン語の詩の韻律を次の五つの型に分類している．
'は第1強勢，、は第2強勢,Xは弱勢を示す． また，－は長音節を表してい
る．
A型 二xl－Lx
B型 x_LIx_4
C型 x上l－Lx
D型(a)_41二二x
(b) _LILx、
E型 一ム_Lxl_f
詩の各行は二つの半行から成り，前半を第1半行(Anvers),後半を第2半行
(Abvers)と呼ぶ．各行には原則として，揚音部(Hebung)を持つ二つのタ
クト(Takt)がある．頭韻は必ず揚音部に置かれるが，第1半行では，第1揚
音部にある場合，第2揚音部にある場合,その両方にある場合の3通りがあ
る．一方，第2半行では必ず第1揚音部にある．それを示すと以下の様になる
a=alliterierendes,x=nichtalliterierendesbetontesWort.
a)axax
b)xax
c)aax
d)ala2a al
上のd)は詩行交差配列(Verschiasmus)と呼ばれジ二つの頭韻を持つ．
4-8-26,H103,4-3-13,4-20-34の4回である．
ギリシャ語には§てα"0くという形容詞もある．
H.Gering:[/be"de〃砂"ｵα灼飾c"g"Ge6γα"c""γ〃γ"之獅α伽Go"Sc"g";
in:助"Sc〃抗〃γ""sc"g助伽んg"Bd.5,Hallel874.S.173.
拙論1993年，及びClopton,LauraDale:Dα伽g7a/形苑勿g〃00伽〃2ﾉe"6s'〃
O"Sfzxo":S)ﾉ"加力,se"2α""csa"ddisco"γse,Michiganl994参照．
10
??????
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Das Passiv und das Perfekt 
-- Das Passiv im „Heliand" im Vergleich mit der 
griechischen, lateinischen, gotischen Bibel, ,,Tatian" 
und „Otfrid" --
Akira SHIDA 
Im klassischen Latein und Griechischen verwendet man synthe-
tische Verbalformen. Im Laufe der Geschichte gingen sie jedoch 
in analytische über. Dennoch finden sich im Gotischen Reste des 
indogermanischen Mediopassivs in passivischer Verwendung, das 
jedoch auf den Indikativ und Optativ des Präsens beschränkt ist. 
Um diese Armut des gotischen Ausdrucks auszugleichen, werden 
zusammengesetzte syntaktische Formen gebraucht. Aber sie konn-
ten nicht die stabile Position in der Grammatik gewinnen wie 
im Neuhochdeutschen: die Eigenschaft des Partizips Präteritums 
tendiert zum Adjektiv und Substantiv. 
Im Altdeutschen verdrängt jedoch der analytische Satzbau schließ-
lich synthetische Struktur. Zum Beispiel wurde das Passiv analy-
tisch gebildet. Obwohl es eine bestimmte Stellung im altdeutschen 
Sprachgebrauch erhalten konnte, gab es keinen so strengen syn-
taktischen Unterschied zwischen Gebrauchsweise mit uuesan(sein) 
und uueröan / uuerdan(werden). Das Hilfsverb uuesan bezeichnet 
nicht immer einen Zustand und uueröan / uuerdan einen Vorgang. 
Der Satz: Lazaruses legar ni uuari/giduan im te d6öe(3977f.) bedeutet 
nicht einen Zustand, sondern einen Vorgang und der Satz: that 
thar uuarö gumono barnun/giuuarht Jan thesaro uueroldes endie(4393f.) 
bezeichnet nicht einen Vorgang, sondern einen perfektivischen 
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Zustand. 
Warum gab es diese syntaktische Unregelmäßigkeit? Einen 
Hinweis bieten zwei Zitate aus „Tatian": uuanta sie gotes barn sint 
ginemnit(22, 14),. und: uuard imo ginemnit namo Heilant(7, 1). Die 
beiden Zitate enthalten zwar das gleiche Partizip Präteritum gi-
nemnit und bezeichnen Vorgänge, aber die damit verbundenen 
Hilfsverben sind nicht gleich. Der Verfasser von „Tatian" hat 
wohl den Unterschied in dem lateinischen Original auch ins 
Althochdeutsche übersetzt. Das Original lautet : quoniam filii dei 
vocabuntur [Futur, Passiv J (22, 14), vocatum est eius Ihesus [analy-
tische Struktur, Pefekt, Passiv] (7, 1). 
Könnten wir die gleiche syntaktische Erscheinung auch im 
„Heliand" erwarten? Eine positive Möglichkeit geben uns die 
nächsten Zitate aus „Heliand": [ 1] TM uuarö thiu tid cuman (94), 
[ 2 J nu ~ the helago Krist ... cuman (521f.). Das Zitat [ 1 J betont 
die Handlung „cuman", Zitat [ 2] dagegen den durch die Handlung 
hervorgerufenen Zustand. Daher könnten wir sagen, daß das 
Passiv mit uueröan etwas Perfektivisches, dagegen das mit uuesan 
etwas Fertiges und Dauerndes bezeichnet. 
Die Partizipia Präterita, die im „Heliand" sehr häufig gebraucht 
werden, spielen eine entscheidende Rolle in der wichtigsten poe-
tischen Ausdruccksform der Germanen : der Alliteration. 
firiho barnon te jrumu : thuo uuas it all gifullit sö 
-- -----
Der alliterierende Konsonant f klingt schön und rhythmisch. 
Diese poetische Technik <Alliteration) hat wohl die Sachsen ange-
zogen und der Evangelisation außerordentlich gedient. 
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